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平成23年度

事務事業調書
係 名 維持係 決　裁　者 神谷正勝

中川泰輔起　案　者下水道建設課課 名

下水道台帳整備事業

施設整備

事務事業名

事　業　種　別 4業務一覧No継続区 分

他係 業務一覧No

他　係名

１ 事務事業の位置付けと起案事由(事業の必要性)

市の内部事務事業性質区分

1 安全で循環型社会を築く環境づくり
3 水循環
2 水質浄化
1 下水道
1 下水道整備

総合計画体系

下水道事業特別会計

5-5-10

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

全部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成18年度

委託先

下水道法２３条

期 間終 了5年目経 過

民間企業

３ 事務事業の事業費(千円)、人員推移(人)

２ 事務事業の概要

  下水道の管理を適正に行うために下水道台帳の調製と保管をします。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果

管理する公共下水道台帳を調製し、保
管する。

～になる

下水道管理者が

　下水道法に基づき、紙ベースでの下水道台帳を作成するとともに、利便性を求めたGIS（地理情報システ
ム）による下水道台帳の電子化を図ります。
　属性情報（整備年度・供用開始年度・管種・管径等）及び排水設備台帳も同時に電子化を図ります。

　下水管番号、マンホール番号を間違うと入力できないため最重要チェック項目とします。

環境目標○－基本的施策○－具体的施策○

事務事業
進捗状況

改善・対策の履歴

環境配慮の視点

人事課予算分人件費 e

従 事 職 員 数内 訳

職 員 人 件 費 d

受 益 者 負 担 金

一　般　財　源

その他(　　　)

市　　　　　債

県　支　出　金

国 庫 支 出 金

財源
の
内訳

財 源 計 a

総事業費 f=a+d+e

項　目

コスト

 0 0

 0.45 0.35

 3,389 2,636

 0 0

 0 0

 6,004 5,876

 0 0

 0  0

 0 0

 5,876  6,004

 9,393

実績目標(予算)

 8,512

平成20年度

 0 0

 0.35 0.35

 2,636 2,636

 0 0

 0 0

 5,420 5,346

 0 0

 0 0

 0 0

 5,420 5,346

 8,056 7,982

実績目標(予算)

平成21年度

 0 0

 0.35 0.35

 2,636 2,636

 0 0

 7,408 7,865

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 7,408 7,865

 10,044 10,501

実績目標(予算)

平成22年度

 0

 0.00

 0

 0

 6,066

 0

 0

 0

 0

 6,066

 6,066

目標(予算)

平成23年度
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４ 求める成果を得るための活動

入力距離(km)

下水道台帳の調製活動名
(活動内容)

指標名(単位)

活動名
(活動内容)

指標名(単位)

活動名
(活動内容)

指標名(単位)

活動
③

活動
②

活動
①

活動

単位コストg=f÷b 実績

活動の総事業費f 実績

実績b(単位)

見込(単位)

単位コストg=f÷b 実績

活動の総事業費f 実績

実績b(単位)

見込(単位)

 319.98単位コストg=f÷b 実績

 8,640活動の総事業費f 実績

 27.00実績b(単位)

 27.00見込(単位)

平成20年度年度

 322.22

 8,056

 25.00

 23.00

平成21年度

 345.73

 10,044

 29.00

 27.00

平成22年度

 19.00

平成23年度

５(１) 成果の目標と実績

 0.00

指標名・指標式(単位)

下水道台帳調製(ｋｍ)

目標成果指標値

指標名・指標式(単位)

目標成果指標値

成果
２

成果
１

成果

目標達成年度

達成状況

実績(単位)

見込(単位)

平成20年度年度

目標達成年度

達成達成状況

 27.00実績(単位)

 27.00見込(単位)

平成20年度年度 平成21年度

 23.00

 25.00

達成

平成21年度 平成22年度

達成

 29.00

 27.00

平成22年度

平成23年度

 19.00

平成23年度

５(２) 成果１、２以外の成果

　他の地下埋設占用者との協議等がスムーズに進んだ。
　市民の問合せに対し、スピーディに対応できました。

市民の意見、利害関係者の声などをプラス・マイナス両面からコスト、成果に分けて具体的に記入

成果

６ 単位コストと成果の分析
どのような内部の取り組みや外部要因が影響を与えたのか、プラス・マイナスの両面からコスト、成果に分けて具体的に記入

　入力作業を委託業務に含みコストが増加ましたが、応札業者が多く、落札率が低いことによりコストの上昇が抑え
られた。

　過去からの全ての下水道データ（H21年度末まで）が入ったことにより、市民に的確な情報を提供できるようにな
りました。

成果
１,２

単位
ｺｽﾄ

項目

分析

７ 所属長の改善案
コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案、市民にわかりやすく説明する

　工事実施設計時に作成したデジタルデータを台帳作成データとして活用しました。

改善

８ 方向性

　台帳に個別機能をプラスし、地震時の災害復旧にも対応できるように整備します。

必要性、効率性、有効性を踏まえ、今後どのように事業を進めるか、方向性を選択し、内容を市民に説明します

維持・継続

方向性
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